
賞 部門 住 所 氏 名 作 品 

宗祇常縁賞 短歌 静岡県 杉山 博代 はつなつの光を浴びた眩しさにすべり台から
羽化する子ども 

郡上市文芸祭第十回記念賞 俳句 高山市 大下 雅子 戦場の兵士に母の日の暮れし 

郡上市文芸祭賞 現代詩 群馬県 樋口 正和 菫の墓 

郡上市文芸祭賞 川柳 垂井町 小森 得子 戦する地球を宇宙笑ってる 

郡上市文芸祭賞 狂俳 八幡町 山内 須美子 風鈴 澄んだ音色が暑気飛ばす 

郡上市⾧賞 現代詩 福岡県 独活山 強実 消えた道 

郡上市⾧賞 短歌 関市 安藤 金則 地を歩む雀にすずめ加はりて落葉明るく吹か
れゐるなり 

郡上市⾧賞 俳句 高山市 鴻巣 眞美子 病む夫に花のメールを送りけり 

郡上市⾧賞 川柳 岐阜市 嘉鳥  隆 ＡＩに不安増します声の模写 

郡上市⾧賞 狂俳 美並町 高橋 安弘 無形文化遺産 一揆の美徳永久に咲く 

郡上市教育⾧賞 現代詩 佐賀県 古賀 由美子 カーチェイス 

郡上市教育⾧賞 短歌 高知県 徳永 逸夫 顔よせて舟に塗料をぬる男ひととき海のかぎ
ろひを負ふ 

郡上市教育⾧賞 俳句 白鳥町  眞智子 戦死せし父に筍めし供へ 

郡上市教育⾧賞 川柳 揖斐川町 御田村 光枝 
世が変りスマートフォンがいい玩具(おもち
ゃ) 

郡上市教育⾧賞 狂俳 高山市 酒井 茂子 指切り 針千本の恋結ぶ 

郡上市文化協会⾧賞 現代詩 大阪府 山崎 類範 知らない君と 

郡上市文化協会⾧賞 短歌 八幡町 池戸 禎惠 どの辺を痴呆と呼ぶか計りかね記憶の糸を静
かに手繰る 

郡上市文化協会⾧賞 俳句 高山市 原田 尚子 出し抜けに土手を彩り曼珠沙華 

郡上市文化協会⾧賞 川柳 神奈川県 下村  修 百歳と煽られ年金繰り下げる 

郡上市文化協会⾧賞 狂俳 揖斐川町 清水 亮鳴 瀬音 御(み)堂も涼し法話聴(き)く 

郷土文化誌「郡上Ⅱ」賞 現代詩 美並町 河合 みさを 過去と共に 

郷土文化誌「郡上Ⅱ」賞 短歌 福井県 杉田 はるの 十七の私が抱く悩みなどオレンジジュースの
ほのかな苦み 

郷土文化誌「郡上Ⅱ」賞 俳句 大和町 石田 賢吾 三個目を妻に止められ柏餅 

郷土文化誌「郡上Ⅱ」賞 川柳 埼玉県 中野 弘樹 脱炭素下駄に浴衣で知恵しぼる 
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郷土文化誌「郡上Ⅱ」賞 狂俳 大野町 桑原 利幸 瀬音 雪解け水が谷走る 

入 選 現代詩 羽島市 炭竃 泰代 穏やかな日 

入 選 現代詩 土岐市 木下 宏明 寝息（ねいき） 

入 選 現代詩 千葉県 山本  明 八十歳 

入 選 現代詩 愛知県 柘植 雅一 本物の柿の種 

入 選 短歌 三重県 小林 寛久 青春が円陣になり手を重ね声高らかに挑む駅
伝  

入 選 短歌 揖斐郡 清水 亮鳴 本桁(けた)に張り桁組んで四ツ絡(から)み春 
の普請の槌音高し 

入 選 短歌 福井県 佐々木 邦子 息してるだけでも良いから生きててと今わの
夫に言いそこねたり 

入 選 短歌 鹿児島 松下 弘子 高千穂は老母(はは)の故郷訛りあれば里はど
こかと尋ねる人あり 

入 選 短歌 中津川 曽我 ふみ子 階段を片足跳びの少年ら声かけ合いて上がっ
てゆきぬ 

入 選 短歌 愛知県 加藤 久子 噴水で会ふ約束のしばらくを一生分の蝉を聞
いてた 

入 選 短歌 東京都 牧田  碧 発掘の作業の後のスイカ割り入道雲を見る度
浮かぶ 

入 選 短歌 愛知県 大塚 清子 アルマイトの弁当箱買ふ雑多なる古物が並ぶ
馴染の店に 

入 選 短歌 山口県 熊本 芳郎 ペダル漕(こ)ぐ度に腹筋硬くなる横乗りをし
て君の腰抱く 

入 選 短歌 岐阜市 大栗 紀美子 種なしのデラウェアに種ひとつ癌はひそかに
わが胃にありき 

入 選 短歌 大阪府 打浪 紘一 クラゲ呑むクラゲがゐると知りましたあなた
がわたしを呑み込むやうに 

入 選 短歌 神奈川 鈴木 智花 錆びかけの関節すべてていねいに外して夏の
涼しい木陰 

入 選 短歌 大分県 馬場 美江 大根の葉をゆすりつつ水舟にちぎれた葉くず
拾ひ集める 

入 選 短歌 飛騨市 横山 美保子 いつもより遅き集団下校の児ら一年生にあわ
せているらし 

入 選 短歌 千葉県 山本  明 百近い父の喜ぶ耳そうじ膝の頭を時折浮かす 

入 選 短歌 神奈川 井上  靖 凹凸の絵の具が画家の声となるゴッホの黄色
モネの紫 

入 選 短歌 神奈川 加藤 雄三 機械科を卒業しても扇風機ひとつ直せず汗が
流るる 

入 選 短歌 奈良県 中村 宗一 冬の間にワラ積み置きしその下にマムシが一
匹潜んでおりぬ 

入 選 短歌 大和町 河尻 裕美子 観音を巡りて下り立つ沢(さわ)際(ぎわ)に羅
生門蔓(かづら)吾を迎える 
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入 選 短歌 羽島郡 鈴木 久夫 桜道歯のない母がプリン食む風もごちそう吾
もごちそう 

入 選 短歌 福井県 栗波 洋子 新緑のひかりまばゆき森をゆく吾らアートの
一部とならむと 

入 選 短歌 大垣市 坂東 弘子 もう捨てよう思い出語る人もなし新婚旅行に
履きたる靴は 

入 選 短歌 愛知県 大江  豊 マラソンで眼鏡外してテープ切るきみの素顔
をはじめて見たよ 

入 選 短歌 福岡県 日隈 嵩介 君と待つ横断歩道の赤信号靴紐を結ぶ君を見
ている 

入 選 短歌 山梨県 山本  栞 生きるという痛みは胸に卒業式のコサージュ
のように慎ましく咲く 

入 選 短歌 八幡町 清水 祐里子 ぼんやりと生き⾧らえる夫想い春風寒くバス
を待ちおり 

入 選 俳句 多治見 伊佐治 銘子 車椅子押して他の径花の道 

入 選 俳句 可児市 根間  清 木の下に四股を投げだし孕み鹿 

入 選 俳句 八幡町 筒井 弘子 咲き満ちて桜大樹のゆるぎなき 

入 選 俳句 八幡町 石井 久美子 車椅子押して行く人の背にも雪 

入 選 俳句 岐阜市 舟坂 加代 楼門に続く石段蝉時雨 

入 選 俳句 八幡町 本田 久江 梅の香に目覚め幸せなる朝 

入 選 俳句 高山市 楢本 洋子 藍染を晒し郡上の雪解川 

入 選 俳句 岐阜市 舟坂  均 箸置は魚(さかな)の形鮎の宿 

入 選 俳句 愛知県 筒井 渡支代 母の日や昔話によく笑ひ 

入 選 俳句 白鳥町 河合 すう子 爽やかに友の意見に賛同し 

入 選 俳句 愛知県 東野 佐惠子 野の花も摘み足し姉の墓参 

入 選 俳句 八幡町 鷲見 桂子 母の日の花にお守り添へてあり 

入 選 俳句 白鳥町 蓑島 みさ子 移り気な春の陽気に気の抜けず 

入 選 俳句 大和町 遠藤  操 校門に一礼をして卒業す 

入 選 俳句 飛騨市 谷口 二三子 人動きはじむ棚田や山笑ふ 

入 選 俳句 高鷲町 和田 和美 横断の児童一礼爽やかに 

入 選 俳句 高山市 田近 美津子 救急車見遣る人みな着ぶくれて 
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入 選 俳句 八幡町 小林 与志夫 作付けの算段しつつ耕せる 

入 選 俳句 岐阜市 ⾧谷部 千惠 隣へも広げて分かち花筵  

入 選 俳句 奈良県 渡辺 勇三 卯波立つ沖鈍色の護衛艦 

入 選 俳句 八幡町 石田 喜造 目を皿にして茄子苗選びをり 

入 選 俳句 高山市 古橋 八恵子 四囲の山いよよ尖りて寒に入る 

入 選 俳句 白鳥町 三島 睦子 諦めること多くなり老の秋 

入 選 俳句 中津川市 西尾 嘉浩 不合格を知りたる帰路や春の雨 

入 選 俳句 美濃加茂市 伊藤 可代子 闘病の友快復し春の野へ 

入 選 俳句 白鳥町 猪俣 通子 パソコンと無言の会話夜の⾧き 

入 選 俳句 白鳥町 佐藤 奈々子 出稼ぎの父を待つ子や鰯雲 

入 選 俳句 飛騨市 鴨宮 光江 乗鞍の見ゆる日和や蒲団干す  

入 選 俳句 白鳥町 日置 砂代子 菜畑の山雨なほ冷え暮の春 

入 選 俳句 岐阜市 平野 清美 初雷に神馬の眼動かざる  

入 選 俳句 白鳥町 我 とし子 手伝ひに来し娘の朝寝深かりし 

入 選 俳句 大和町 常平 千さ子 花は葉に田畑せはしくなって来し 

入 選 川柳 愛知県 大川 宝香 準備には時間のかかるプロポーズ 

入 選 川柳 大和町 石田 賢吾 人間を楽と便利が退化させ 

入 選 川柳 大垣市 大倉 裕一 踏み込まぬ互いの城を持つ夫婦 

入 選 川柳 福井県 中川  潔 助けてに聞こえる母の大丈夫 

入 選 川柳 愛知県 幅   茂 新しい戦前という危惧を抱く 

入 選 川柳 岐阜市 金子 秀重 スマホ打つ語数で我が子物を言い 

入 選 川柳 岐阜市 根本 英治 雑種犬ハイブリッドと胸を張り 

入 選 川柳 加茂郡 細江 隆一 ＡＩか人かを調査興信所 

入 選 川柳 愛知県 斉藤 浩美 いい人のままでは介護務まらぬ 



賞 部門 住 所 氏 名 作 品 

入 選 川柳 岐阜市 大洞 幸子 迷った時遺影に少し語りかけ  

入 選 川柳 大垣市 成瀬 雅子 逆境へテトラポットの様に生き 

入 選 川柳 岡山県 佐々木 正剛 ふる里の母が多弁となる電話 

入 選 川柳 埼玉県 関根 一雄 実力が足らない時の神頼み 

入 選 川柳 愛知県 宮尾 美明 灰入りのカレーのうまさキャンプ場 

入 選 川柳 岐阜市 野原 喜久男 若鮎のジャンプと競う郡上の子 

入 選 川柳 八幡町 ⾧尾 佐代 けんめいに生きるあかしのつえふたつ 

入 選 川柳 兵庫県 谷口 修平 縄文の杉に白寿が笑われる 

入 選 川柳 兵庫県 前谷 律子 君が君らしくあるとは空に聞く 

入 選 川柳 大分県 馬場 美江 まだやれる何かやれるで日々過ごす 

入 選 狂俳 可児市 鈴木 芳子 無形文化遺産 踊り明かして町が沸く 

入 選 狂俳 関市富 横井 鳳仙 瀬音 谷間の唄に月も笑む 

入 選 狂俳 八幡町 青木  巖 指切り 共に白髪(しらが)と言い交わす 

入 選 狂俳 美並町 林   巖 瀬音 秋立つ川に時惜しむ 

入 選 狂俳 八幡町 和田 正一 風鈴 午睡の鼾リズム織る 

入 選 狂俳 八幡町 武藤 清子 指切り 恋の温もり手に残る 

入 選 狂俳 岐阜市 服部 乃梨子 無形文化遺産 徹夜踊りを永遠に継ぐ 

入 選 狂俳 八幡町 井上 待子 指切り 発車の窓に愛誓う 

入 選 狂俳 八幡町 山内 容子 無形文化遺産 風流踊り未来継ぐ 

入 選 狂俳 各務原 ⾧瀬 淑子 風鈴 情趣醸して軒端垂る 

入 選 狂俳 美濃市 遠藤 寿雄 瀬音 吉田の川に月丸い 

入 選 狂俳 加茂郡 西村 奈穂美 指切り 幼な心の夢託す 

入 選 狂俳 関市富 加藤 五月 瀬音 角組む蘆に砕け散る 

入 選 狂俳 岐阜市 熊谷 明弘 風鈴 南部の唄が午睡呼ぶ 
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入 選 狂俳 関市富 波多野 千寿子 無形文化遺産 異国で日本下駄が鳴る 

入 選 狂俳 八幡町 遠藤  悟 風鈴 午睡を誘う音色澄む 

 


